










































































































































































































































































































































































































































































４  オルガン入手の一件については、スタークウェザー書簡〈74〉【Asphodel 45, 
pp.297-304】参照。オルガン輸送の手配をリチャーズ夫人が行ったのであろう。
５  Philip Doddridge 作詞（1717）、George Kingsley 作曲（1838）の讃美歌（全
４連）の第１連“Jesus, I love thy charming name,/ ’Tis music to mine 
ear;/ Fain would I sound it so loud/ That earth and heaven should 
hear.”への言及である。


























14  スタークウェザーは Morse the Geologist と書いているが、文脈から考えて、



















































































































































































４  夫の Alexander S. Arnold（1839-?）は中学校に、妻の K. D. Arnold（1850-?）
は京都女学校及女紅場に、1877年11月から1880年10月まで在任した。夫人は西洋
女紅の教育に尽力した。







９  Hannah More（1745-1833）イギリスの宗教作家・教育家。ピューリタンの側
に立って宗教的・道徳的テーマについて書いただけでなく、実際面でも慈善家と
して活躍した。
10  Mary Lyon（1797-1849）アメリカの先駆的女子教育家で、マウント・ホリヨー
ク（Mount Holyoke Seminary）の創設者。アメリカン・ボードから派遣され
て来日した女性宣教師の中には、この学校を卒業した人物が多い。




12  Otis Cary（Ⅱ）（1851-1932）1878年来日。岡山に赴任し、岡山教会設立に尽力
した。1892年同志社へ招かれ、日本で初めて、社会学を教授した。








16  Maria T. True（1840-1896）アメリカ人宣教師。1865年 Albert True（?-1871）
と結婚。1874年来日。原女学校・新栄女学校に関わり、女子学院創立の要となっ
た。
17  新約聖書「コリントの信徒への手紙一」第３章16節。
